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JIN
理想のサービスを追求する新進企業
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意
し
て
い
る
。

　

同
社
が
現
在
取
り
組
ん
で
い
る
最
大
の

政
府
開
発
援
助
（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）
案
件
が
、
２

０
１
２
年
７
月
に
共
同
企
業
体
で
受
注
し

た
南
ス
ー
ダ
ン
「
包
括
的
農
業
開
発
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
策
定
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

で
あ
る
。
約
40
年
に
わ
た
る
内
戦
を
経
て
、

２
０
１
１
年
に
独
立
し
た
南
ス
ー
ダ
ン
は
、

中
央
も
地
方
も
行
政
に
携
わ
る
人
材
が
著

し
く
不
足
し
て
い
る
上
、
現
職
行
政
官
の

多
く
は
経
験
が
乏
し
く
、
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
策
定
に
あ
た
っ
て
彼
ら
の
能
力
強
化
を

図
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
。
ま
た
、
不
安

定
な
情
勢
の
中
で
各
国
の
援
助
機
関
に
対

し
て
の
高
度
な
調
整
能
力
も
求
め
ら
れ
、

通
常
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
案
件
と
比
較
し
て
非
常
に

難
し
い
内
容
と
な
っ
て
い
る
が
、
理
想
を

誠
実
に
追
求
し
て
い
る
同
社
だ
か
ら
こ
そ

取
り
組
め
る
案
件
と
言
え
る
。

　

大
野
代
表
取
締
役
社
長
は
「
開
発
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
は
今
日
、
専
門
分
野
の
知
識

や
効
率
性
だ
け
で
な
く
、
他
ド
ナ
ー
な
ど

と
の
連
携
や
現
地
住
民
と
の
交
渉
を
行
う

対
人
能
力
、
案
件
全
体
を
俯
瞰
す
る
事
業

感
覚
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
」

と
話
す
。
そ
う
し
た
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た

め
に
、
地
道
な
歩
み
を
進
め
て
い
る
Ｊ
Ｉ

Ｎ
。
ま
す
ま
す
の
飛
躍
が
期
待
さ
れ
る
。

　
２
０
１
１
年
に
設
立
さ
れ
た
新
進
気
鋭

の
開
発
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
企
業
、（
株
）

Ｊ
Ｉ
Ｎ
。
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
や
途
上
国
の

人
々
と
長
期
的
な
関
係
を
築
き
な
が
ら
、

サ
ー
ビ
ス
の
質
を
追
求
し
続
け
る
と
い
う

理
想
を
掲
げ
て
、
大
野
康
雄
代
表
取
締
役

社
長
を
は
じ
め
、
多
様
な
経
歴
を
持
っ
た

メ
ン
バ
ー
が
立
ち
上
げ
た
会
社
だ
。

　

同
社
は
、
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

を
通
し
て
、
開
発
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
界

に
一
石
を
投
じ
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

「
こ
の
業
界
で
は
、
自
分
の
キ
ャ
リ
ア
だ

け
を
重
視
し
た
り
、
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
求

め
る
成
果
を
達
成
す
る
だ
け
で
満
足
す
る

風
潮
を
感
じ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
途
上
国

の
た
め
常
に
そ
れ
以
上
の
付
加
価
値
を
提

供
で
き
る
よ
う
真
摯
に
努
力
し
て
い
き
た

い
」
と
大
野
代
表
取
締
役
社
長
は
語
る
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
他
分
野
・
他
業
界
の

人
々
と
積
極
的
に
交
友
し
、
広
い
知
識
を

得
る
こ
と
も
有
効
だ
と
い
う
考
え
か
ら
、

業
務
の
一
環
と
し
て
、
社
員
が
自
ら
テ
ー

マ
を
設
定
し
、
活
動
す
る
こ
と
を
認
め
て

い
る
。
例
え
ば
、
震
災
の
復
興
支
援
へ
の

参
加
や
、
終
了
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
な
ど
だ
。
社
員
が
自
分

の
専
門
分
野
の
枠
に
閉
じ
こ
も
る
こ
と
な

く
、
常
に
自
己
研
鑚
が
で
き
る
環
境
を
用

今
後
の
飛
躍
を
目
指
し
、地
道
な
歩
み
を
続
け
る

　大学在学中に、外国の教育制度や環境教育について研
究していたことから、途上国の開発問題に関心を抱くよ
うになりました。大学卒業後、ケニアなどを旅行し、開
発の現場を見て回りましたが、その際、「教育分野で途
上国開発の仕事に携わるためには修士号が欠かせない」
と関係者からアドバイスされ、米国に留学しました。
　留学後、青年海外協力隊でバヌアツに派遣され、太陽
光発電による村落電化プロジェクトに関する住民の組織
化や啓発活動に取り組みました。任期終了後はソフト系
開発コンサルティング企業に就職。社会開発分野のコン
サルティング業務に携わる一方、案件の実施サポートや
対外交渉を含むマネジメント業務にも取り組みました。
　業務を遂行する上で重視しているのは、「人間力」「行
動力」「知力」などを含めた、人としての総合力です。
それを高めるためには、その場その場で発生した出来事
や、与えられた仕事に意味・意義を見出し、貪欲かつ前
向きに取り組んでいくことを通して、さまざまな経験を
することが大切だと思います。社の理念に共感して参画
したJINで、自らの人としての総合力を高め、社内外で
信頼される質の高い仕事をしていきたいです。

事業部長

半田茂喜さん
Shigenobu Handa
（41歳）

サ
ー
ビ
ス
の
質
を
真
摯
に
追
求

難
し
い
案
件
に
も
積
極
的
に
挑
戦

24歳 広島大学教育学部を卒業後、ケニア
などに短期滞在する

29歳 米国のインディアナ大学大学院を修
了（専攻は国際比較教育）。その後、
青年海外協力隊（村落開発普及員）で
バヌアツへ

31歳 ソフト系開発コンサルティング企業
に就職。社会開発分野（教育、保健衛
生など）の開発コンサルティング業務
に携わりつつ、会社のマネジメント
業務にも関わる

39歳 JIN設立に参画。以後、会社のマネ
ジメントと共に、ソロモンの保健衛
生案件などに携わる
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人としての総合力を高める
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